
























 

厚生省・慢性甲状腺機能障害の疫学と予後に関する研究班では,マススクリーニングで発見

されたクレチン症の全国調査を継続的に行っているが,今回昭和57年3月31日以前に出生

した症例につき昭和 57 年 6 月に行った第三次調査成績が得られたので報告する。 

 本邦におけるスクリーニングは,昭和 50 年以来一部の地域で,昭和 54年以来ほぼ全国的

に行われ,大部分の地域では濾紙血液につきTSH単独で,一部ではTSH,T4の両者測定が行わ

れている。 

 今回の調査は,第一次(昭和 56 年 1 月),第二次調査(昭和 56年 9 月)の結果を踏まれて個

人調査表を 116 病院に依頼し,84 病院(72.4%)より返信を受け,調査表の精査により非該当

例を除外し,299 例のクレチン症が治療管理されていることが判明した。これを千葉大学情

報処理センターにて集計処理を行った。 


